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野田キャンパス
広大な土地を活かした
大規模研究施設を
東京からの通学圏内に。

広大で緑豊かな敷地を誇る野田キャンパス。

講義棟や図書館、グラウンド、セミナーハウスなどの各種施設が整い、

落ち着いた雰囲気の中、学修・研究活動に専念することができます。

また、スペースシステム創造研究センターや生命医科学研究所をはじめ、

多領域に及ぶ多くの研究施設が野田キャンパスに集結。

関連する学部・学科組織などと有機的に連携した研究・教育を展開する

「リサーチキャンパス」として発展を続けています。

〒278-8510 千葉県野田市山崎2641
TEL：04-7124-1501（代）

創域情報学部
情報理工学科 2026年4月開設 入学定員 360人
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人材育成観教育研究社会課題へのアプローチ

固定的な方法や結論から自由にな

り、「試行錯誤」を繰り返すことで飛

躍的なイノベーションを創出。これま

でになかった問題解決の方法を提示

するとともに、新しい技術で多くの分

野に革新をもたらすことを目指す。

コンピューティングとデータインテグ

レーションを融合させた網羅的・分野

横断的な学びを展開。既存の枠組み

にとらわれない異分野の融合によっ

て、新たな価値を生み出したり、学問

領域を立ち上げる。

分野横断の学びによる「融合人材」

と、高い専門性を持った「専門人材」

を育成。さらに、これら両方の資質を

兼ね備えた人材も育てることで、専門

性を持ちながら様々な領域との融合

を実現し、新たな業態を創出する。

創域情報学部
つの取り組み

創域情報学部の

独 自 性

融合と共創で
イノベーションの創出を目指す
新しい情報系学部

常識を覆す。この挑戦は無謀か。それとも兆しを生むか。

高次元でのPBLを体験し
主体性と実践力を身につける。

他分野との協働を実現し
真の融合人材を育成する。

教員と学生、企業が協働する
試行錯誤と共創の場。

実際に使える英語を習得し
世界で活躍できる力を得る。

豊富な教員と
先端企業との連携。

2026年4月開設の創域情報学部では、

多彩な34名の専任教員を配置。

先端企業も参画し、多数の研究室が展開されるという

類例のないスケールとなります。

融合と共創を加速させるこの環境で、

イノベーションを創出するのが本学部です。
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プロジェクト実験

研 究 会

毎日英会話

研 究 室

ダブルラボ・横断セミナー

※PBL Project Based Learningの略。
　問題や課題を自ら発見し解決する力を養う

3年次に4つのコースの学生が融合チームを組み、
約3か月にわたって一つのプロジェクトに挑戦。異な
る専門性を持つメンバーと協働し学生自身でやり遂
げる、ハイレベルなPBL※学習を実践します。

イノベーション人材を育成するための様々な施策を用

意。「面白い！」を合言葉に「研究会」を立ち上げたり、自

由にコースを横断して新たな学問領域を築き上げたり、

ユニークな仕掛けに満ちた「共創の場」を実現します。

36もの研究室に加え、先端企業も研究室の運営を
積極的に実施します。これによって学生は、最先端
分野の研究に企業のニーズを加えて研究をすること
ができ、社会で求められていることを学びます。

教員主催の研究会では1年次から世界最先端の研究
に従事できるほか、学生主体の研究会では起業やプ
ログラミングコンテストなどに挑戦。取り組みの姿勢や
成果が卒業のための単位に認定されます。

同じキャンパスにある創域理工学部の研究室で学
ぶ「ダブルラボ」や学生が所属するコースとは異なる
系の研究室で学ぶ「横断セミナー」を通じて、多様な
価値観や技術を体験。専門性を磨きながら、異分野
を繋ぎ新たな融合を生み出す力を養います。

英語力の重要度がいっそう増すなか、通称「毎日
英会話」を開講。1年生全員の履修を想定し、国
際的なプロジェクトへの参画や、海外勤務にも耐
えうる「使える」英語を習得できます。



�者の 協働や
試行錯誤か ら生まれる

共創 の場 ※

※研 究会外部の
先端企業 教  員

学   生

情報技術に重要な2つの側面を補完し合う融合的な学び

数学とコンピュータをベースに、幅広い研究を展開す

るコースです。理論数学や統計学の基礎を押さえたう

えで、プログラミングやアルゴリズム、その発展系として

コンピュータネットワーク、オペレーティングシステム、

データベースなどを学修するほか、ソフトウェア工学、

組合せ理論、グラフ理論、量子コンピュータといった領

域までカバー。コンピューティングを網羅的に研究する

ことが可能です。また、コンピュータ科学は他の領域と

結びつきやすい学問分野であり、他分野との協働に

よる新たな創造にも積極的に挑戦します。

ソフトウェア工学

量子コンピュータ

コンピュータネットワーク

プログラミング言語

知能情報

情報数理

セキュリティCPU

OS

ファイナンス

ビッグデータ

医療マネジメント

経営システム

都市空間

応用統計

データマイニング

ビッグデータデータマイニング

環境

防災

統計学生命情報

数理モデル 数理論理

機械学習 医療統計

確率

○実践知教養　○数理・プロ  グラミング・コンピュータ
○各コースの科目を自由に履  修できるフラットな専門科目

イノベーション ・ 新領域

専門性  ・   融合性の
両面を兼  ね備えた

高度な情報  人材の輩出

コンピュータ科学
コース

データ科学
コース

知能メディア
コース

社会システム
コース

C系
Computing

D系
Data integration

コンピュータ科学
コース

実社会の課題解決を実現するための社会実装に取

り組むコースです。分野は都市解析、サプライチェーン

マネジメント、ファイナンス、品質管理、エネルギー、環

境、医療、防災など多岐にわたります。その手法として

AIによる評価・分析、データサイエンスや数理モデル

の活用などのほか、現在では量子コンピューターの援

用も求められます。本コースの強みは、このプロセスに

おける他コースの専門家との協働です。これによって、

より確かなエビデンスに基づく課題解決と社会実装を

可能にします。

社会システム
コース

統計学、情報学、生命科学の3分野を備え、様々な分

野で活躍できるデータサイエンティストを育成するコー

スです。本学の強みである数学的な基礎を重視すると

ともに、エビデンス（データ）に基づく意思決定ができる

土台を構築。そのうえで、多種多様なデータに対して

アプローチできる統計学の方法を幅広く学んでいきま

す。さらに、データ解析のためのエンジニアリング技術

のほか、機械学習やディープラーニングの科目も履修

でき、データサイエンティストに必要な能力を広範囲に

身につけることができます。

データ科学
コース

自然言語処理

量子コンピュータ

ロボット

暗号理論

人工知能

画像処理

音楽情報処理

音声情報処理

人工知能（AI）を中心とする様々な分野を広く包含した

コースです。文字、言語、音声、映像など情報伝達の方

法を“メディア”と位置づけ、これらを人工知能やその他

の技術によって処理する方法などを学修。機械学習、

音声情報処理、音楽情報処理、画像情報処理、自然

言語処理、ヒューマンコンピュータインタラクションといっ

た人工知能の中核技術を幅広く研究できるとともに、

暗号理論や量子情報理論などを学ぶことも可能です。

幅広い学びを通じて現代の技術を理解するだけでなく、

次代の技術に迫っていきます。

最先端の人工知能に興味がある人はもちろ
ん、大学で何かを成し遂げたいという意欲のあ
る学生を歓迎します。既存の技術にとどまらず、
１歩先、２歩先のあり方を考えられる学生に
なってほしいと思います。

桂田 浩一 教授教員のコメント

知能メディア
コース

この他にもいろんな疑問や
より詳しい回答を特設サイトで
随時更新しています！

右記二次元コードから

アクセスしてください。
失敗は成功の過程で不可欠であり、研究開発は、失敗

の時間と費用を想定のうえ計画します。つまり、失敗をし

ないことがタイパがいいこととイコールではありません。失

敗を活かす能力を磨くことが成功への近道です。

人工知能の中心技術の一つ、ニューラルネットワークの

特徴は学習できること。では、ニューラルネットワークが学

習するのはどんなときでしょうか。実は人間と同じです。ま

た、失敗を避ける方法もAIから学べます。

ひとつの疑問も、視点が異なれば発想や考
え方も変わる。だれもが一度は思ったことの
ある疑問に、各コースの視点から答えます。

コンピュータ科学コース
ANSWER FROM

ふとした疑問は
新たな価値創造の源に。

一人で黙々と作業するのが好きです。人と協働すると意見がぶつかったり、
折り合いをつけたりしないといけなくなるからです。どう思いますか？

A知能メディアコース
ANSWER FROMA

データ科学の世界では、黙 と々作業に集中する人、他者

と協力することが得意な人、どちらのタイプでも活躍可

能。スペシャリストでも、ジェネラリストでも、自分に合った

形で貢献できるフィールドが用意されています。

ある問いに対する答えが一つであれば、一人で没頭して

考えることはあるかもしれません。その一方、問題や課題

には答えが複数あることや、答えがないこともよくあり、そ

の場合一人で考えるのは容易ではありません。

データ科学コース
ANSWER FROMA社会システムコース

ANSWER FROMA

回答の完全版は
特設サイトに掲載！
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※デバイスによっては
　読み取れない場合があります

新学部が設置される野田キャンパスには創域
理工学部もあり、様々な分野の教員がいます。
分野をまたいだ研究や面白い議論がいつでも
できる稀有な環境を生かし、融合的な研究に
取り組んでください。

松澤 智史 教授教員のコメント

本コースでは寄附講座や実務家による講義な
ど、学問分野に関連する各企業との連携を教
育に組み入れていきます。企業とともに事例研
究を行うなど、より社会とのつながりを意識でき
る授業を展開します。

髙嶋 隆太 教授教員のコメント

来てほしいのは「なぜ」がわかりたい人。正しい
結果を得て満足するのではなく、なぜこの答え
が導き出されたのか、その過程で何が行われて
いたのか、そこに関心を向ければ、より学問が
楽しくなるはずです。

田畑 耕治 教授教員のコメント

Q2タイパの時代ですし、できる限り失敗したくありません。
しかし、失敗も大事だと聞きます。本当のところ、どう思いますか？Q1



1年 2年 3年 4年 博士修士

研究室（６年一貫教育コース）

１年終了時に希望と成績によりコースが決定。

６年一貫教育コース参加者は、
３年生前期から研究室配属を行う。
（この時点で所属コース・研究室が決定）

６年一貫教育コース以外の学生は４年に研究室配属を行う。
他コースの推奨科目で優れた成績を修めた学生は他コースの
研究室への配属も認める。

研究室（６年一貫教育コース）

研究室（６年一貫教育コース）

研究室（６年一貫教育コース）

知能メディアコース
知能メディアコース 研究室

研究室

研究室

研究室

コンピュータ科学コース
コンピュータ科学コース

社会システムコース
社会システムコース

データ科学コース
データ科学コース

学士課程1年次 学士課程2年次 学士課程3年次

■ 線形代数1・2及び演習
　 解析学1・2及び演習
　 情報数学及び演習
　 確率統計１
　 統計的方法及び演習１
　 計算機概論
　 プログラミング基礎１A・B
　 情報理工学概論
　 データサイエンス概論
　 計測実験
◆ 統計科目群
　 　統計数理基礎演習
　 探究型・PBL型科目群
　 　研究会A・B

■ 統計的方法及び演習２
　 確率統計２
　 プログラミング基礎２A・B
◆ 数理情報科目群
　 　離散数学 ★
　 　グラフ理論 ★
　 　情報理論及び演習 ★★
　 　論理数学
　 　オペレーションズ・リサーチ概論 ★
　 統計科目群
　 　確率論１・2及び演習 ★
　 　データサイエンス・AI応用基礎
　 　デジタル生物学 ★
　 プログラミング言語科目群
　 　プログラミング言語論1・2 ★★
　 　プログラミング発展A・B ★
　 　プログラミング応用A・B 
　 計算機科学科目群
　 　アルゴリズムとデータ構造 ★★★
　 　情報通信ネットワーク 
　 知能情報科目群
　 　人工知能概論 ★★★★
　 社会情報科目群
　 　社会システム演習A・B ★
　 　金融工学 ★
　 　地域創生工学

　 探究型・PBL型科目群
　 　■ プロジェクト実験
　 　● 研究セミナーA・B
　 　　 横断セミナー/専門セミナー
　 　◆ 研究会C・D
◆ 数理情報科目群
　 　暗号理論
　 　量子コンピュータ基礎 ★
　 　量子情報理論
　 　情報代数学及び演習 ★
　 統計科目群
　 　統計学及び演習
　 　数理統計学
　 　多変量解析A ★
　 　実験計画法 ★
　 　医療統計学　 　
　 　時系列解析
　 　生命情報学 ★
　 　情報生化学・免疫学
　 　生命情報データベース演習
　 社会情報科目群
　 　経営工学実験A・B ★
　 　生産システム工学
　 　品質管理1・2
　 　サプライチェーンマネジメント
　 　エネルギーリスクマネジメント
　 　環境資源工学
　 　都市解析
　 　建築防災学

　 プログラミング言語科目群
　 　情報ネットワーク論及び演習１・2
　 　プログラミング発展C ★
　 計算機科学科目群
　 　ソフトウェア工学
　 　データベースシステム
　 　オートマトン
　 　形式言語
　 　デジタル回路・論理回路
　 　計算機アーキテクチャ ★
　 　オペレーティングシステム ★
　 　コンパイラ
　 　ハイパフォーマンスコンピューティング
　 　分散コンピューティング
　 知能情報科目群
　 　機械学習 ★★★
　 　ニューラルネットワーク ★
　 　自然言語処理
　 　ヒューマンコンピュータインタラクション
　 　デジタル信号処理 ★
　 　数理論理学 ★
　 　ロボット工学

学士課程4年次

■ … 必修科目

● … 選択必修科目

◆ … 選択科目

★ … 知能メディアコース推奨

★ … コンピュータ科学コース推奨

★ … 社会システムコース推奨

★ … データ科学コース推奨

教員や先端企業のメンバーに交じってプロ
ジェクトに臨みます。プロジェクト内容は、実際
に企業が抱える課題など多岐にわたり、他
コースの学生・教員と交流しながら課題を解
決することで、先端的な分野を広く専門的に
学ぶことができます。

外部先端企業との取り組み

研究会

優れた研究業績を持つ教員に加え、企業や外部研究機関で活躍する先端技術者も教員として参画します。しっかりとした理論を

学修するとともに、企業が持つ問題意識と実践的な取り組みを学ぶことで、社会に還元する技術のあり方を学びます。

協力企業一覧

情報通信のプロジェクト現場を想定して、ソフ
トウェア開発等の計画、実施、プレゼンテー
ション（コンペ）までの一連の流れを学生主体
で行うことで、課題解決能力や表現能力と
いった社会で必須となる能力を身につけるこ
とを目指します。

プロジェクト実験

協力企業からのメッセージ

■ 卒業研究１・2
◆ 探究型・PBL型科目群
　 　ダブルラボ１・2

※掲載している授業科目は開講科目の一部です。全ての授業科目を掲載しているものではありません。

株式会社Cygames
取締役CTO

芦原 栄登士 氏

他学部・大学院との取り組み

通常修了

学部＋修士課程

修士課程
修了

博士後期
課程修了

4

3

5 8

7

6 9

博士後期課程

6年一貫教育（通常）

6年一貫教育（短縮）

6年一貫教育（短縮）＋
博士後期課程早期修了

大学院 ─ 創域理工学研究科（横断型コース※）

研究会
イノベーション・新領域
ダブルラボ※・創域科目

創
域
情
報
学
部

創
域
理
工
学
部

6年一貫教育と修了までの
在学期間の短縮

創域理工学部との連携と
創域理工学研究科への合流

修士課程までの一貫した教育を希望する学生は早期の研究室配属と研究

活動の開始が可能。また、優れた研究業績を上げ一定の要件が満たされた

場合は、修士課程までトータル5年間で修了することができます。さらに博士

課程に進んだ場合、博士の早期修了と合わせて7年間での博士の学位取得

を目指すことも可能です。

大学と企業の連携で、情報科学分野にイノベーションを創出する。
創域情報学部という新たな舞台で、私たちは皆さんと共に

未来を創っていきます。そのために大切なのは、技術や知識

だけでなく、現実の課題を深く見つめ、自ら考え抜き、解決策

を実装する力です。私たちがグローバルなゲーム開発・運用

で培ってきた実践知を、新学部が育む問題発見力・問題解

決力と融合させ、社会のイノベーション創出につなげたいと

考えています。そして、既存の枠組みにとらわれず、自ら問い

を立て、社会に価値をもたらす人材の育成に、私たちも貢献

していきます。「最高のコンテンツを作る」という価値観のも

と、私たちが挑戦を続けているのは、まだ誰も見たことのない

高みを目指すことこそが、新しい価値を生み出すと信じてい

るからです。この姿勢は、新学部が目指す人材像と深く通じ

合うものです。皆さんが創域情報学部で存分に学び、未来

を切り拓いていくことを心より願っています。

学部の段階では創域理工学部・研究科の「ダブルラボ」や「創域科目」への

参加、研究会での創域理工学部との協働などをとおして創域についての共通

の素養を養います。大学院に入ってからは創域理工学研究科が進める「横断

型コース」などの共創的な取り組みを共有しながら、既存の枠組みにとらわれ

ない実践的な融合教育・連携研究を推進していきます。

※［ダブルラボ］所属研究室のほか、異なる学部・学科の研究室にも所属し、連携研究に取り組む
　［横断型コース］テーマに基づき、他専攻の研究室とともに研究に取り組む（大学院対象）

C系
Computing

D系
Data integration

CURRICULUM PICK UP

FACULTY of INFORMATION SCIENCE AND TECHNOLOGY

大学院（修士課程）への進学
進学者の多くが本学大学院へ進学。

学費※1・奨学金／想定される進路※2 ※1） 2026年度参考。内容は変更になる場合があります
※2） データは創域理工学部 情報計算科学科・経営システム工学科卒業生のものです

就 職
情報通信業、金融・保険業、専門・技術サービス業、
製造業などの幅広い業種への就職。
また、技術と知識を活かし、起業する人もいます。

就 職
44%

その他 1%

進 学
55%

卒業者数 211人

学費・奨学金の詳細、
主な就職先一覧は
特設サイトでCHECK！

［ 創域情報学部 初年度納付金 ］
1,820,000円

［ 奨学金の一例 ］

※詳細は右記2次元コードからご確認ください。

［ 経済支援型 ］ 新生のいぶき奨学金（要事前申請）
給付額： 年間40～80万円（学部により異なる）
給付期間： 4年間

（入学金・授業料・教育充実費の合計）

（株）インテージホールディングス／（株）内田洋行／（株）エイトハンドレッド／キヤノンITソリューションズ（株）／（株）Cygames／サッポログループ
物流（株）／（株）Studio　Ousia／住友生命保険（相）／（株）セールスフォース・ジャパン／（株）ソニー・インタラクティブエンタテインメント／中外製
薬（株）／（株）デンソー／日本IBM（株）／（株）マクロミル／ヤンマーベンチャーズ（株）／ヤンマーホールディングス（株）　など

共 

通

※2026年3月卒業生


